
　
森
林
が
全
面
積
の
約
74
％
を
占
め
る
鳥
取
県
で
、「
木
づ
か
い
の
国
と
っ
と
り
」
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
県
産
材
の
利
用
拡
大
が
狙
い
。
県
産
材
利
用
の
減
少
が
続
け
ば
、

林
業
従
事
者
が
不
足
し
、
豊
か
な
資
源
を
持
つ
山
林
の
荒
廃
に
も
つ
な
が
る
。
関
係
者
ら
の
危
機
感

は
増
し
て
お
り
、
一
般
県
民
を
巻
き
込
ん
だ
県
産
材
の
利
用
拡
大
へ
の
意
識
醸
成
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

 

県
産
材
活
用
へ
本
腰

減
少
食
い
止
め
産
業
と
山
守
れ

膨
大
な
資
源

　「
一
言
で
言
う
と
、
優
し
く

て
、
強
い
」。
県
林
業
試
験
場

長
の
大
西
良
幸
さ
ん
は
木
材
の

魅
力
に
つ
い
て
こ
う
説
明
す

る
。「
優
し
い
」は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
金
属
製
の
物
と
比
較
し

て
、
触
れ
た
と
き
に
感
じ
る
温

か
さ
や
衝
撃
の
少
な
さ
、
健
康

へ
の
良
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

点
で
認
識
で
き
る
。
人
の
生
理

面
や
心
理
面
で
も
良
い
影
響
が

あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
木
材
は

同
じ
重
量
の
鉄
と
比
較
し
、
圧

縮
や
引
っ
張
り
の
強
さ
で
上
回

る
。木

造
率
は
上
昇

　「
木
づ
か
い
の
国
と
っ
と
り
」

は
平
井
伸
治
県
知
事
が
掲
げ
た

公
約
の
一
つ
。
県
産
材
が
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
全
国
で
販
売
・
情

報
発
信
さ
れ
、
県
民
全
体
で
県

産
材
を
利
用
す
る
機
運
に
あ
ふ

れ
た
地
域
に
な
る
こ
と
を
思
い

描
く
。
県
産
材
の
利
用
を
進
め

る
こ
と
で
、
雇
用
の
増
加
や
山

林
所
有
者
へ
の
還
元
を
通
じ
て

地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

る
。

　
県
内
で
は
、
全
着
工
戸
数
の

う
ち
木
造
住
宅
が
占
め
る
割
合

を
表
す
木
造
率
は
上
昇
し
て
お

り
、
２
０
１
３
年
は
83
％
と
全

国
平
均
の
56
％
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
。
た
だ
、
県
産
材

は
利
用
が
伸
び
て
い
な
い
。
県

県
産
材
・
林
産
振
興
課
は
「
合

板
用
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
の

利
用
は
進
ん
で
い
る
が
、
木
造

住
宅
な
ど
の
建
築
物
へ
の
利
用

は
拡
大
の
余
地
が
あ
る
」
と
分

析
し
て
い
る
。

県
産
へ
の
こ
だ
わ
り

　
県
産
材
の
利
用
が
進
ま
な
い

要
因
の
一
つ
に
、
製
材
品
生
産

に
お
け
る
供
給
側
と
需
要
側
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
質
や
量
の
安
定
確
保
も
問

題
で
、
規
模
が
小
さ
い
県
内
の

事
業
者
は
安
定
し
て
良
質
な
材

を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

安
く
て
大
量
に
確
保
で
き
る
県

外
産
が
利
用
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
よ

う
と
、
２
０
１
５
年
５
月
、
生

産
か
ら
加
工
、
建
築
、
設
計
な

ど
「
川
上
か
ら
川
下
」
ま
で
の

林
業
関
係
団
体
の
代
表
者
ら

は
、
県
産
材
利
用
拡
大
に
向
け

て
組
織
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
を
決
め
た
。

高
く
売
り
た
い
生
産

側
と
安
く
買
い
た
い

利
用
側
（
建
築
、
加

工
）
が
一
緒
に
出
席

す
る
会
合
は
近
年
に

は
な
か
っ
た
こ
と

だ
。

　
出
席
し
た
県
木
材

協
同
組
合
連
合
会
の

前
田
八
壽
彦
代
表
理

事
会
長
は
「
木
材
の

地
産
地
消
の
イ
ズ
ム

が
低
い
。
木
材
は
県

産
に
こ
だ
わ
る
人
が

少
な
く
、
価
格
で
選

ば
れ
る
。
智
頭
や
若

桜
な
ど
の
山
で
手
塩

に
掛
け
て
木
を
育
て
て
い
る
生

産
者
か
ら
、
加
工
製
材
業
者
、

建
設
業
者
、
そ
し
て
末
端
の
利

用
者
ま
で
全
て
の
県
民
に
、
県

産
材
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

◆県土の４分の３は林野◆
　総土地面積に対する林野面積の割合を示す林野率が７４％で、林野
面積は県土全体の４分の３を占めている。全国１３位。

◆蓄積分の３分の２が未利用◆
　民有林の人工林率は５４％
で、その５割をスギ、３割をヒ
ノキ、２割をマツで構成。人工
林の約６割が建築用材として利
用可能な林齢を迎えており、毎
年約７０万立方メートルの蓄積
があるが、利用（素材生産量）
はその約３分の１にとどまって
いる。

◆製材出荷量はピーク時の８％◆
　製材の出荷量は減少を続けており、
２０１３年は３万３千立方メートルで、ピー
クだった４０年前（４１万７千立法メートル）
に対して８％まで落ち込んでいる。また、製
材工場も１３年は１９９０年の約３割に減っ
ている。

　◆県産材利用の補助制度を充実◆
　県などは、展示効果やシンボル性が高い公共施設の木造化・内装木
質化を支援。２００９年度から１４年度までの６年間で幼稚園や公民
館など６５棟の木造化、内装木質化が図られた。

　◆乾燥材の安定供給の取り組み◆
　木造住宅や木造公共施設の建築資材として需要が高まっている県産
乾燥材について、ハード面（乾燥機の導入支援）とソフト面（乾燥日
本農林規格＝ＪＡＳ＝工場の認定取得の支援）の両面から、安定供給
体制の整備に取り組んでおり、乾燥ＪＡＳ認定工場は０６年のゼロか
ら１４年には１０に増加した。

　鳥取県の県土の７４％を占める人工林がいよいよ伐期（収
穫期）を迎えている。質の高い木材が育っており、この良
質の木材を山から切り出していかに使っていくか、が課題
だ。
　「今、山が動き出した」と言われるが、合板やチップが主
体で住宅等の木材利用はまだまだの現状だ。太くて質の良
い材が山に残されている。
　県産材の利用拡大には、木材も農産物と同じように地産
地消の雰囲気を定着させることが必要だ。森林には温暖化

防止や山地災害防止などの機能があるが、手入れされていないところが増えている。住民が地
元の木材を使うことで、山の仕事が増え、若い担い手が育成され、森林の手入れが進むことを
あらためて県民に知ってほしい。
　関係者は鳥取県の木の良さをＰＲするとともに、まとまった量の県産材をストックする仕組
みの構築など、使ってもらいやすい環境づくりに努力したい。
　県産材の利用拡大には、県民の皆さんの理解が欠かせない。工務店等のニーズに応えるよう
品質の向上や円滑な供給に努め、上流（林業者）から中流（加工・製材、建築業者）、下流（消
費者）まで県民一丸となって県産材を利用するムードを高めたい。

鳥取県木材協同組合　 前田八壽彦会長



防
ぐ
乾
燥

材
の
ニ
ー

ズ
は
全
国

的
に
高

ま
っ
て
い

る
。
県
内

で
は
、
寸

法
や
等
級

区
分
、
含

水
率
な
ど

の
基
準
を
設
け
た
日
本
農
林
規

格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
材
を
製
造
で
き

る
工
場
が
増
加
。
県
産
材
を
活

用
し
た
木
造
住
宅
の
建
設
や
改

修
に
対
す
る
県
の
助
成
の
中

で
、
含
水
率
が
20
％
以
下
の
県

産
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の
使
用
に
上
乗
せ

助
成
し
て
い
る
。

　
同
社
で
は
、
乾
燥
機
の
利
用

に
よ
り
約
２
週
間
で
木
材
の
含

水
率
を
18
％
に
す
る
こ
と
が
で

き
、
お
客
さ
ん
に
ス
ム
ー
ズ
に

木
材
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
方
で
、
乾
燥
材
の

利
用
拡
大
に
は
コ
ス
ト
増
へ
の

消
費
者
理
解
を
ど
う
進
め
て
い

く
か
が
鍵
に
な
る
。

　
霜
村
さ
ん
は
「
県
内
だ
け
で

伐
期
を
迎
え
た
県
内
の
木
を
消

費
す
る
の
は
難
し
い
。
販
路
開

拓
に
向
け
て
製
材
所
、
林
業
関

係
者
が
一
枚
岩
に
な
っ
て
取
り

組
み
た
い
」
と
話
す
。

　
大
谷
訓
大
さ
ん
（
33
）
は
自

分
の
持
ち
山
を
手
入
れ
し
、
木

の
伐
採
、
搬
出
、
出
荷
ま
で
自

力
で
行
う
自
伐
林
家
。
智
頭
町

で
は
山
の
番
頭
さ
ん
を
意
味
す

る
「
山
番
」
と
呼
ば
れ
る
。「
先

代
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
山
を

次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
の

が
自
分
の
役
割
」
と
大
谷
さ
ん

は
力
を
込
め
る
。

　
高
校
卒
業
後
、
海
外
留
学
な

ど
を
経
て
「
智
頭
の
た
め
に
働

き
た
い
」と
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
大
谷
さ
ん
。

先
祖
代
々
伝
わ
る

持
ち
山
の
再
興
に

乗
り
出
し
た
。
古

く
か
ら
の
考
え
方

を
大
切
に
し
な
が

ら
積
極
的
に
新
た

な
知
識
を
吸
収
し
て
い
る
。

　
こ
だ
わ
り
を
持
つ
作
業
道
造

り
で
は
、
自
然
の
地
形
を
生
か

し
な
が
ら
低
コ
ス
ト
で
崩
れ
に

く
い
「
鳥
取
式
作
業
道
」
の
方

式
で
道
を
開
く
。
自
然
環
境
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
セ
メ
ン
ト

を
使
わ
ず
、
成
木
の
切
り
出
し

方
法
に
も
配
慮
を
欠
か
さ
な
い
。

　
今
年
４
月
か
ら
会
社
と
し
て

「
皐
月
（
さ
つ
き
）
山
守
」
を

立
ち
上
げ
、
森
林
組
合
の
下
請

け
業
務
に
も
取
り
組
む
。
庭
師

が
庭
を
つ
く
る
よ
う
に
、
山
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
デ
ザ

イ
ン
す
る
「
山
創
（
づ
く
）
り
」

に
重
き
を
置
い
た
林
業
を
掲
げ

る
。

　
林
業
仲
間
づ
く
り
に
も
力
を

入
れ
る
大
谷
さ
ん
は
、「
自
伐

型
林
業
塾
」
の
開
講
も
計
画
す

る
。「
林
業
の
知
識
や
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
山
を
大
切
に
し
て

暮
ら
す
マ
イ
ン
ド
の
部
分
を

し
っ
か
り
伝
え
た
い
」
と
将
来

を
見
据
え
る
。

先
代
か
ら
次
代

　
　
継
ぐ
責
任

体
験
し
感
激
、

　
　
　
Ｉ
タ
ー
ン

山
陰
屈
指
の

　
加
工
技
術
と

　
　
最
新
設
備

地
元
の
木
が

　
　
一
番
い
い

智頭町那岐地区の自伐林家
大谷訓大さん

　
大
工
な
ど
職
人
が
減
る
中
、

木
造
住
宅
の
柱
や
梁
（
は
り
）

の
仕
口
、
ほ
ぞ
な
ど
を
事
前
に

作
製
す
る
プ
レ
カ
ッ
ト
は
機
械

化
が
進
み
、
住
宅
建
材
の
約
９

割
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
分
野

で
山
陰
屈
指
の
加
工
技
術
を
誇

る
の
が
大
山
プ
レ
カ
ッ
ト
協
業

組
合
（
大
山
町
荘
田
）
だ
。

　
同
組
合
は
１
９
９
４
年
、
県

西
部
の
木
材
業
者
を
中
心
に
設

立
さ
れ
た
。
現
在
は
プ
レ
カ
ッ

ト
加
工
を
は
じ
め
、
木
材
の
人

工
乾
燥
機
や
木
材
の
強
度
を
測

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
山
や
木
に

囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
過
ご
す
こ
と

に
幸
せ
を
感
じ
て
き
た
遠
藤
祐
子

さ
ん（
27
）。山
奥
で
の
作
業
も「
周

り
に
木
が
い
っ
ぱ
い
生
え
て
い
る

環
境
の
中
に
い
る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
楽
し
ん
で
い
る
。

　
同
組
合
で
は
間
伐
を
主
な
業
務

と
す
る
林
産
班
に
所
属
。
鳥
取
大

　「
う
ぃ
ー
ん
」
と
林

業
機
械
の
ご
う
音
が

響
く
鳥
取
市
長
柄
の

山
林
。
鳥
取
県
東
部

森
林
組
合
に
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
し
た
伊
藤
綾

沙
子
さ
ん
（
31
）
が

男
性
に
交
じ
っ
て
間

伐
材
の
搬
出
作
業
に

汗
を
流
す
。

　
２
年
前
ま
で
は
、

営
業
や
事
務
を
担
当

す
る
Ｏ
Ｌ
。
転
職
を

る
機
械
を
導
入
し
、
安
心
し
て

使
っ
て
も
ら
え
る
木
材
の
供
給

も
行
っ
て
い
る
。

　
工
場
で
は
登
り
梁
な
ど
の

斜
め
材
な
ど
の
機
械
加
工
が

可
能
で
、
金
物
工
法
に
も
対

応
。独
自
の
技
術
が
評
価
さ
れ
、

２
０
１
４
年
に
は
14
・
７
メ
ー

ト
ル
以
上
柱
が
な
い
構
造
で
強

度
が
求
め
ら
れ
る
鳥
取
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
食
品
開
発
研
究

所
（
境
港
市
）
の
建
築
材
と
し

て
採
用
さ
れ
た
。

　
手
仕
事
で
は
数
時
間
か
か
る

作
業
も
わ
ず
か
な
時
間
で
済

み
、
製
品
の
納
期
は
短
縮
で
き

る
が
、
一
本
一
本
の
異
な
る
木

材
の
癖
や
見
栄
え
を
考
え
、
ど

ん
な
加
工
を
す
る
か
を
判
断
す

る
の
は
、
人
の
知
識
や
経

験
が
問
わ
れ
る
部
分
。
技

能
向
上
へ
の
努
力
も
欠
か

さ
な
い
。

　
同
組
合
専
務
理
事
の
吉

岡
総
一
郎
さ
ん
（
54
）
は

「
お
客
さ
ん
の
顔
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
恥
ず
か
し

く
な
い
製
品
を
出
せ
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
る
。
技

術
、
価
格
な
ど
ト
ー
タ
ル

で
よ
そ
の
業
者
に
は
負
け

な
い
」
と
力
を
込
め
る
。

学
農
学
部
と
同
大
学
院
で
山
や

森
、
土
の
こ
と
な
ど
を
学
ん
で
き

た
が
、
３
年
目
を
迎
え
た
今
で
も

現
場
で
は
「
自
分
の
技
術
の
未
熟

さ
を
痛
感
し
て
落
ち
込
む
と
き
も

あ
る
」
と
打
ち
明
け
る
。

　
た
だ
、
い
っ
た
ん
山
の
中
に
入

る
と
、
身
長
１
５
０
セ
ン
チ
に
満

た
な
い
体
格
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
、
パ
ワ
フ
ル
な
動
き
を
み
せ

る
。
大
型
の
高
性
能
林
業
機
械
を

操
り
、
瞬
く
間
に
間
伐
材
の
切
断

や
搬
出
を
こ
な
し
て
い
く
。

　「
林
業
は
今
生
き
て
い
る

人
に
も
１
０
０
年
後
の
人
に

も
関
わ
っ
て
い
る
仕
事
。
み

ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕

事
を
し
た
い
と
、
頭
の
隅
に

置
い
て
い
る
」
と
照
れ
な
が

ら
語
っ
た
上
で
、「
日
野
の

木
が
一
番
い
い
。
住
宅
に
使

え
ば
家
で
森
林
浴
が
で
き
ま

す
よ
」
と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

考
え
て
い
た
際
、
同
組
合
が
企

画
し
た
２
泊
３
日
の
無
料
林
業

体
験
に
参
加
し
て
植
林
作
業
に

感
激
。
２
０
１
４
年
４
月
に
こ

の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
。

　
同
組
合
で
は
、
現
場
で
働
く

唯
一
の
女
性
だ
が
、
男
ば
か
り

の
職
場
で
働
く
こ
と
へ
の
違
和

感
は
少
な
い
。
真
剣
に
取
り
組

め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
山
仕
事
の

危
険
性
や
難
し
さ
が
分
か
っ
て

き
た
。
特
に
難
し
い
作
業
は
、

切
る
木
と
残
す
木
を
判
断
す
る

鳥取県東部森林組合、兵庫県たつの市出身
伊藤綾沙子さん

大山プレカット協業組合

鳥取日野森林組合、大山町出身
遠藤祐子さん

　
鳥
取
市
叶
の
久
本
木
材
は

２
０
１
４
年
３
月
、
約
２
千
万

円
を
か
け
て
木
材
の
乾
燥
機

を
導
入
し
た
。
か
つ
て
は
建

築
し
な
が
ら
木
材
を
乾
燥
さ

せ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
が
、

今
は
事
前
に
乾
燥
し
た
製
品

が
必
須
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
企
業
の
久
大
建

材
社
長
、
霜
村
芳
照
さ
ん

（
72
）
は
「
県
内
の
建
築
業
者

の
た
め
に
も
必
要
な
施
設
。
乾

燥
さ
せ
な
い
と
、
美
し
い
智
頭

や
若
桜
の
木
の
良
さ
が
引
き

出
せ
な
い
し
、
光
沢
が
で
な

い
」
と
説
明
す
る
。

　
木
材
の
強
度
を
確
保
し
、
ひ

ず
み
や
カ
ビ
の
発
生
な
ど
を

「
選
木
」。
先
輩
た
ち
の
意
見
も

割
れ
る
作
業
で
、
自
分
が
山
主

だ
っ
た
ら
山
を
ど
う
し
た
い
の

か
、
を
考
え
る
よ
う
心
掛
け
て

い
る
。

　
伊
藤
さ
ん
は
「
木
は
扱
っ
て

い
て
温
か
み
を
感
じ
る
。
山
を

し
っ
か
り
手
入
れ
し
て
、
鳥
取

の
良
い
木
を
次
の
世
代
の
人
た

ち
の
た
め
に
残
し
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
で
語
る
。

久大建材社長　霜村芳照さん

県内林業の「川上から川下」まで
　県産材の利用拡大には、多くの林業関係者の努力が欠かせない。木を植え、育て、加工、製材、建築など、
林業に携わる「川上から川下」までの人や団体、企業の県内林業に対する思いや取り組みを紹介する。

品
質
向
上
に

木
材
乾
燥
機
導
入



県
産
材
の
内
装
材

　
を
開
発
、
販
売

ブ
ラ
ン
ド
材

生
み
出
す
使
命

香
り
や
木
目
、

　
　
　
温
か
さ

設計・建築　谷川俊則さん

棟梁　小畑厚さん

　
製
材
や
建
材
、
建
築
設
計
、

流
通
な
ど
幅
広
い
業
種
が
集
結

し
て
２
０
１
４
年
６
月
に
設
立

し
た
県
木
質
内
装
材
開
発
・
販

売
推
進
協
議
会（
以
下
内
装
協
、

霜
村
將
博
会
長
）。
県
産
杉
材

を
使
っ
た
高
品
質
な
内
装
材
を

開
発
し
、
２
０
１
６
年
度
か
ら

本
格
的
に
県
内
外
へ
売
り
出
し

　
敷
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
丸

太
か
ら
心
地
よ
い
香
り
が
漂
う

智
頭
町
森
林
組
合
木
材
加
工
セ

ン
タ
ー
。
木
の
目
利
き
職
人
で

同
セ
ン
タ
ー
所
長
の
大
谷
豪
太

郎
さ
ん
（
58
）
は
「
先
代
か
ら

木
を
粗
末
に
す
る
な
と
伝
え
ら

れ
て
き
た
。
原
木
を
製
材
し
、

ブ
ラ
ン
ド
材
と
し
て
出
し
て
い

く
の
が
使
命
だ
」
と
、
智
頭
杉

　「
木
を
見
せ
た
住
宅
の
良
さ

の
一
つ
は
、
木
の
香
り
や
き
れ

い
な
木
目
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
こ
と
。
木
に
触
れ
る
と
、

肌
も
心
も
温
か
さ
を
感
じ
る
。

は
だ
し
で
生
活
し
て
い
て
も
気

持
ち
が
い
い
」

　
倉
吉
、
鳥
取
両
市
に
展
示
場

を
持
つ
工
務
店「
寿
ホ
ー
ム
ズ
」

の
鳥
取
店
長
、
近
藤
貞
和
さ
ん

（
47
）
＝
鳥
取
市
南
隅
＝
は
、

て
い
く
。

　
２
年
前
の
県
外
市
場
な
ど
の

視
察
で
柱
材
な
ど
が
大
量
に
安

価
で
販
売
さ
れ
て
い
る
様
子
に

危
機
感
を
抱
い
た
関
係
者
ら
は
、

県
外
業
者
と
競
争
が
激
し
い
構

造
材
を
重
視
す
る
販
売
戦
略
を

転
換
。
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
の
拡

大
を
見
込
み
、
床
や
壁
、
天
井

に
使
う
県
産
内
装
材
の
販
売
に

力
を
入
れ
る
方
針
を
決
め
た
。

　
内
装
協
の
結
成
に
は
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
県
や
県
林
業

試
験
場
が
参
加
。
霜
村
会
長

（
62
）
は
「
林
業
は
今
後
、
成
長

産
業
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

県
外
に
打
っ
て
出
な
い
と
成
長

で
き
な
い
。
鳥
取
ブ
ラ
ン
ド
を

売
り
出
す
に
は
、
県
内
関
係
者

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
だ
」
と
強
調
す
る
。

　
開
発
す
る
製
品
は
、
天
然
木

の
風
合
い
を
持
ち
、
調
湿
機
能

が
高
い
ム
ク
材
に
こ
だ
わ
っ
た

も
の
。
乾
燥
、
加
工
、
塗
装
な

へ
の
思
い
を
語
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
１
９
９
０
年

に
設
立
。
扱
う
原
木
は
年
間
、

約
３
６
０
０
〜
３
７
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
約
８
割
が
杉
、

県
産
材
が
約
７
割
を
占
め
る
。

　
智
頭
杉
は
耐
久
性
に
優
れ
、

曲
が
り
が
少
な
い
な
ど
の
理
由

で
名
木
と
し
て
通
る
。
し
か

し
、
名
木
で
も
山
か
ら
伐
採
す

れ
ば
自
然
に
売
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
加
工
し
て
製
品
と
し
て

仕
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　
大
谷
さ
ん
は
原
木
市
場
や

山
か
ら
良
い
木
を
選
ん
で

購
入
し
、
１
本
の
原
木
か

ら
ど
ん
な
長
さ
や
厚
さ
の

製
品
を
と
る
か
を
決
め
る

「
木
取
り
」、
販
売
ま
で
を

手
掛
け
る
。
市
場
の
競
り

で
は
経
験
や
知
識
の
豊
富

さ
が
問
わ
れ
、
木
取
り
も

判
断
次
第
で
製
品
の
数
や

木
の
家
の
特
長
を
Ｐ
Ｒ
し
、
自

信
を
持
っ
て
木
造
住
宅
と
そ
こ

で
の
暮
ら
し
方
を
提
案
す
る
。

　
１
級
建
築
士
の
資
格
を
持
つ

近
藤
さ
ん
は
、
か
つ
て
設
計
事

務
所
に
勤
務
し
、
骨
組
み
や
構

造
設
計
を
担
当
。
子
ど
も
の
誕

生
で
自
宅
の
増
築
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
木
造
住

宅
に
対
す
る
興
味
が
高
ま
り
、

「
お
客
さ
ま
と
顔
を
合
わ
せ
て

話
を
し
な
が
ら
木
の
家
造
り
に

取
り
組
み
た
い
」
と
、
い
ま
の

会
社
に
転
職
し
た
。

　
現
在
は
、
同
店
の
営
業
マ
ン

で
あ
り
責
任
者
。
た
だ
建
物
を

売
る
の
で
は
な
く
、
施
主
の
要

望
に
合
わ
せ
た
、
将
来
の
暮
ら

し
も
踏
ま
え
た
家
造
り
の
提
案

を
心
掛
け
て
お
り
、「
鳥
取
の

木
を
使
い
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る

人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
家
は

高
い
買
い
物
。
お
客
さ
ま
も
勉

強
さ
れ
て
い
る
中
、
プ
ロ
ら
し

い
住
宅
の
演
出
を
提
案
し
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

智頭町森林組合木材加工センター所長
大谷豪太郎さん

住宅営業　近藤貞和さん

　「
木
の
使
い
方
が
う
ち
の
売

り
。
調
湿
機
能
な
ど
木
の
特
長
を

生
か
し
た
家
造
り
を
心
掛
け
て

い
る
」
―
。
木
造
自
然
健
康
住
宅

を
掲
げ
る
工
務
店
の
代
表
を
務

め
る
谷
川
俊
則
さ
ん
（
68
）
＝
鳥

取
市
生
山
＝
は
、
長
年
の
住
宅

設
計
・
建
築
の
経
験
か
ら
得
た
、

鳥
取
の
家
造
り
に
つ
い
て
の
考

え
を
披
露
す
る
。

　「
地
元
で
育
っ
た
木
を
使
っ

て
建
て
る
こ
と
で
、
家
は
風
土

に
あ
っ
た
長
持
ち
す
る
家
に

な
る
」
―
。
住
宅
建
築
に
関

わ
っ
て
50
年
近
い
建
設
会
社

の
社
長
兼
棟
梁
の
小
畑
厚
さ

ん
（
63
）
＝
鳥
取
市
鹿
野
町
今

市
＝
は
、
県
産
材
を
使
っ
た
住

宅
の
良
さ
を
語
る
。

　
こ
れ
ま
で
７
人
の
弟
子
を

一
人
前
の
大
工
に
育
て
、
こ
の

　
県
内
で
も
名
木
の
地
と
し
て
知

ら
れ
る
若
桜
町
の
出
身
。
父
親
は

建
具
屋
だ
っ
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
木
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
だ
け

に
、
木
へ
の
こ
だ
わ
り
は
強
い
。

　
建
築
・
設
計
士
と
し
て
修
業
を

積
み
１
９
８
５
年
に
独
立
し
、
朝

日
住
建
を
設
立
。
現
在
も
、
同
社

の
下
請
け
組
織
「
朝
日
会
」
と
の

強
い
協
力
・
連
携
で
、
お
客
さ
ま

に
喜
ば
れ
る
住
宅
を
造
り
続
け
て

い
る
。
設
計
の
図
面
作
り
は
パ
ソ

コ
ン
を
使
う
こ
と
も
あ
る
が
、「
手

描
き
だ
と
ア
イ
デ
ア
が
次
々
に
浮

か
ぶ
」
と
、
従
来
の
手
法
も
大
事

に
し
て
い
る
。

　
手
掛
け
て
き
た
新
築
住
宅
は
約

２
０
０
軒
。
施
主
の
要
望
を
聞
い

て
一
か
ら
造
る
注
文
住
宅
な
の

で
、
同
じ
も
の
は
１
軒
も
な
い

が
、
木
を
使
い
、
木
を
見
せ
る
住

宅
を
目
指
し
て
建
設
し
た
点
は
共

通
だ
。

　
谷
川
さ
ん
は
「
木
を
隠
し
て
し

ま
う
方
が
内
装
は
簡
単
に
で
き
る

が
、何
の
家
か
分
か
ら
な
く
な
る
。

木
の
良
さ
を
生
か
し
た
家
に
住
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

う
ち
３
人
が
独
立
し
た
。
指
導

法
は
昔
な
が
ら
の
「
や
っ
て
み

て
、
言
っ
て
聞
か
せ
て
、
さ
せ

て
み
て
」
が
基
本
だ
。

　
自
ら
も
16
歳
の
時
、
県
外
で

大
工
修
業
を
始
め
、
そ
の
後
地

元
鹿
野
町
で
、
師
匠
か
ら
知
識

や
技
術
を
学
び
、
経
験
を
積
ん

だ
。
35
歳
で
独
立
し
、
小
畑
建

築
を
設
立
。
４
年
後
に
会
社
を

法
人
化
し
た
。
機
械
化
が
進
ん

で
も
、
弟
子
に
は
ノ
コ
ギ
リ
や

カ
ン
ナ
の
扱
い
は
も
ち
ろ
ん
、

加
工
前
に
木
材
に
印
を
付
け
る

墨
付
け
、
手
刻
み
が
で
き
る
ま

で
教
え
る
。

　
同
社
で
は
一
般
の
木
造
住
宅
の

新
築
や
、
近
年
増
え
て
い
る
リ

フ
ォ
ー
ム
を
毎
年
、
数
件
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
下
請
け
や
企
業

体
の
一
員
と
し
て
保
育
園
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
規
模
の
大
き
な
施

設
の
大
工
工
事
も
手
掛
け
る
。

　
小
畑
さ
ん
は
「
い
ま
、
地
元

の
い
い
材
を
使
っ
て
家
を
建
て

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
人
が
増

え
て
い
る
。
建
て
る
側
も
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

生
か
し
て

　
見
せ
る
造
り

風
土
に
な
じ
み

　
　
　
長
持
ち

無
駄
な
材
と
な
る
部
分
が
違
っ

て
く
る
重
要
な
仕
事
。
販
売
面

で
は
日
光
東
照
宮
や
歌
舞
伎
座

の
下
地
の
ほ
か
、
パ
リ
や
香
港

な
ど
海
外
で
も
使
わ
れ
、
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。
大
谷
さ
ん

が
築
い
た
幅
広
い
人
脈
を
生
か

し
た
成
果
だ
。

　
大
谷
さ
ん
は
「
多
く
の
人
に

智
頭
の
木
に
触
れ
、
木
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
幅
広

く
、じ
わ
っ
と
宣
伝
し
て
い
く
」

と
笑
顔
で
語
っ
た
。

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
得
意
業
者
が
担

当
し
、
高
い
品
質
を
実
現
し
て

い
る
。
今
後
の
課
題
は
価
格
設

定
や
生
産
・
販
売
体
制
の
構
築
。

知
名
度
向
上
も
課
題
で
、
人
目

に
つ
く
郵
便
局
な
ど
に
使
用
し

て
も
ら
う
な
ど
、
本
格
生
産
に

向
け
て
営
業
・
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展

開
し
て
い
く
。

　
県
森
林
・
林
業
振
興
局
の
尾

崎
史
明
局
長
は
「
県
産
材
が
内

装
材
と
し
て
加
工
・
活
用
さ
れ

る
こ
と
は
、
多
く
の
方
々
に
鳥

取
で
育
っ
た
木
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
機
会
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
、
県
の
林
業
や
木

材
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
」
と
期
待
す
る
。

「木が家になるまで」現場見学ツアー開催
 智頭町森林組合
　智頭町森林組合は２０１５年６月、木材利用拡大を目
的に、木の育成から製材、住宅になるまでの一連の現
場を見学するツアーを行った。
　ツアーには家族と一緒に参加した児童の姿もあった。鳥取市美保
小４年の森原拓郎君＝写真＝は同センターを見た感想について「木
が多く並んでいて驚いた。丸太から木の皮を削る機械や乾燥機もみ
んな大きく、迫力があった。鳥取県でつくられた木を使ってみたい
と思った」と話していた。

県内林業の「川上から川下」まで
　県産材の利用拡大には、多くの林業関係者の努力が欠かせない。木を植え、育て、加工、製材、建築など、
林業に携わる「川上から川下」までの人や団体、企業の県内林業に対する思いや取り組みを紹介する。



い
い
な
、
木
造
住
宅
の
生
活

　

鳥
取
県
産
木
材
を
活
用
し
た

住
宅
の
魅
力
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
が
、
木
の
「
温
か
さ
」
や

「
や
さ
し
さ
」。
新
築
工
事
の
現

場
見
学
会
や
フ
ェ
ア
に
参
加
し

た
人
た
ち
が
木
材
に
触
れ
て
感

じ
た
、
木
造
住
宅
の
良
さ
を
紹

介
す
る
。

　
「
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ

れ
て
い
て
落
ち
着
く
な
ぁ
ー
」

「
肌
触
り
が
柔
ら
か
い
」「
い
つ

か
は
住
ん
で
み
た
い
」
―
。
境

港
市
元
町
で
開
か
れ
た
木
造
住

宅
の
構
造
見
学
会
で
、
参
加
者

か
ら
感
嘆
の
声
が
次
々
に
上

が
っ
た
。

　

会
場
は
１
週
前
に
棟
上
げ
式

が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の

木
造
２
階
建
て
の
住
宅

で
、
木
材
の
ほ
ぼ
８
割

は
県
産
材
。
見
学
会
を

開
い
た
音
田
工
務
店（
米

子
市
、
音
田
猛
社
長
）

の
社
員
は
「
杉
は
柔
ら

か
い
か
ら
子
ど
も
が
走

り
回
っ
て
こ
け
て
も
大

き
な
け
が
は
し
な
い
。

子
育
て
家
庭
に
は
も
っ

て
こ
い
」
と
説
明
し
た
。

　

広
島
市
か
ら
訪
れ
た

会
社
員
、
辻
本
篤
郎
さ

ん
（
58
）
は
、
広
告
の

背
景
に
写
っ
て
い
た
家

に
〝
一
目
ぼ
れ
〞
し
、

　鳥取県産材の需要拡大を目指し、鳥取の木を
愛する「ケンサン」が２０１５年秋に登場した。
メンバーは県内の林業者や建築業者ら１２人。
森林整備やそれぞれの仕事を通じて県産材の魅
力を伝えている。
　鳥取県木材協同組合連合会（前田八壽彦会長）
が生活にもっと県産材を取り入れてもらおうと
企画。木材を切り出す人、販売する人、製材・
加工する人、使って家を建てる人など、県産材
のことならお任せという人たちを選んだ。

　ケンサンのデビューの場となったのは
２０１５年９月１９日に米子市東福原８丁目の
米子産業体育館で開かれた「木の住まいフェ
ア」。北栄町西園の小椋設計事務所の小椋真美
江さんは「鳥取県の山は多くの森林資源がある
〝宝の山〟。切り出された木の家は心を落ち着か
せ、目を休ませる」と来場者に県産材の利用を
呼び掛けていた。
　ケンサンの問い合わせは電話０８５７（３０）
５４９０。

　日本海新
聞が「木づ
か い の 国

とっとりへ」の紙面で読者を対象に行った
アンケートでは、住宅に木材を使う場合に
鳥取県産材を利用することについて、「大
変こだわる」「多少こだわる」と答えた人
が合わせて約８１％に上り、県産材利用に高い関心があることが分かった。
　また、住宅への木材の利用についての質問では「ぜひ使いたい」が全体の３分
の２を超えた。さらに住宅を含めた製品などへの県産材の利用についても「ぜひ
使いたい」が約４７％あった。
　ただ、県産材のイメージについて「品質が良い」と答えた人が８割を超えたも

のの、価格が「高い」と答えた人は
約３７％あり、県産材の価格が高い
との意識が、県産材利用拡大の障害
となっていると考えられる。
　自由意見では、「県産材を使ったイ
ベントを行い、良さをもっとアピー
ルすべき」「気軽に触れる機会がほし
い」「利用に対する補助金の拡大を」
など、ＰＲの充実を求める意見が多
かった。

　アンケートは、①回目＝６月３０日～７月３１日（質問は６月３０日掲載）、②
回目＝７月３１日～８月３１日（同７月３１日掲載）、③回目＝８月３１日～９月
２０日（同８月３１日掲載）に実施。①は２７人、②は３８人、③は７８人の回
答があった。

建
て
た
業
者
が
音
田
工
務
店

だ
っ
た
こ
と
を
調
べ
て
参
加

し
た
。
辻
本
さ
ん
は
「
木
の

家
が
大
好
き
。
日
本
の
固
有

種
の
杉
を
使
っ
た
家
を
建
て

た
い
」
と
話
し
た
。

　

住
宅
内
部
に
は
、
県
産
の

杉
を
使
っ
た
梁
や
床
、
天
井

な
ど
木
の
部
分
が
目
立
つ
。

完
成
後
も
梁
は
常
に
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
木
に
囲
ま

れ
た
生
活
を
実
感
で
き
る
。

　

新
築
住
宅
で
家
族
４
人

で
の
生
活
を
始
め
る
施
主

（
31
）
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
日
本
の
古
い
建
物
や

寺
が
好
き
で
、
完
成
見
学
会

を
見
て
回
り
、
木
が
見
え
る

家
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
妻
も
大
歓
迎
し
て
い
る
」

と
、
夢
の
実
現
に
幸
せ
を
感

じ
て
い
た
。

県産材“ＰＲ隊”「ケンサン」登場

宝の山からの贈り物だ

県産材への関心高く

〈発行〉鳥取県木材協同組合連合会　〈発行年月〉2015年10月

触れてわかる温かさ、やさしさ

日本海新聞読者アンケート集計　

住宅への利用「こだわる」81％


